
【七】「十」と字体衝突した結果、縦線を曲げるようになる。
当用漢字字体表では康煕字典や当用漢字表と同じように最終
画を上にはねているが、教育漢字は止めている。

一

七

丁

下

三

上

イチ
イツ
ひと
ひとつ

シチ
なな
ななつ
なの

チョウ
テイ

カ・ゲ
おりる・おろ
す・くださる・
くだす・さが
る・さげるし
た・しも・も
と

サン
み
みつ
みっつ

ショウ・ジョ
ウ
あがる・あげ
る・うえ・う
わ・かみ・の
ぼす・のぼせ
る・のぼる

教1常①

教1常①

教3常①

教1常①

教1常①

教1常①

郭店楚簡

戦国・金文

戦国・金文

包山楚簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡哀成叔鼎

包山楚簡

屛風土台 節用 一0

古文

那須國造碑五経文字九成宮高貞碑蘭亭序十七帖乙瑛碑馬王堆

武威漢簡

説文篆文郭店楚簡

睡虎地秦簡 説文古文

毛公鼎甲骨

一
現代中国

益田本白詩 節用 一1睡虎地秦簡

七
現代中国甲骨 金文

包山楚簡

説文篆文 乙瑛碑居延漢簡

曹全碑居延漢簡

十七帖 集字聖教序 孫秋生造像 孔子廟堂碑 五経・序 稲荷山鉄剣

法華義疏

藤原頼道 暦日 一1

丁
現代中国甲骨

甲骨

金文

金文

包山楚簡

睡虎地秦簡

説文篆文 居延漢簡 禮器碑 孫過庭 智永 張猛龍碑 皇甫誕碑 九経・序 聖武天皇雑集

三体白詩 節用 一2

説文篆文 古文

古文

下
現代中国甲骨 㝬𣪘 包山楚簡

説文篆文

泰山刻石 馬王堆

敦煌漢簡

禮器碑 十七帖 集字聖教序 魏霊蔵造像 九成宮 五経・序 法華義疏

屛風土台 節用 一2

三
現代中国甲骨 大盂鼎 睡虎地秦簡

説文古文

説文篆文 居延漢簡

嵩山少室石闕銘

乙暎碑 十七帖 集字聖教序 張猛龍碑 九成宮 五経・序 法華義疏

屛風土台 節用 一2

古文

古文

古文

説文篆文

上
現代中国甲骨

金文

包山楚簡 説文篆文 馬王堆

馬王堆

居延漢簡

乙瑛碑 十七帖 集字聖教序 始平公造像 九成宮 五経・序 法華義疏

2 3

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【一】一
0
七

1
丁

1
下

2
三

2
上

2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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最終画の横線が右に突き出るのは江戸以降か。拓本の干禄字
書は不鮮明なので江戸期の版本をあげる。

も前の戦国時代から使われており時代が合わない。もう一つ
関連する文字に「卍」がある。この字も「マン」と読む。「マ
ン字」が「マンジ」になったようだ。
【与】「與」とは別字だが通用する。多くの漢和字典では「一」
の 2画だが、康煕字典では「一」の 3画で、字体も異なる。

【丈】「支」と字体衝突し、漢代に字体を変更する。「𠀋」の
点は「咎なし点」で付けても付けなくても良い。
【万】「万」と「萬」は別字だが古くから通用し、干禄字書も
両方とも〈正〉とする。「萬」の居延漢簡の草書体が「万」
に変化したとする説もあるが、「万」は居延漢簡の時代より

カツ
しばらく
まさに

常①

且

フ
ブ
ず

教4常①

不
④

丒

チュウ
うし

人①

丑
与

あたえる
あずかる
くみする

人②

與

ヨ
あたえる
あずかる
くみする

常①

与

マン
バン
よろず

②

萬

マン
バン
よろず

教2常①

万
③

𠀋

ジョウ
たけ

常①

丈
元暦萬葉①

粘葉本朗詠

元暦萬葉①

平等院鳳凰堂

平等院鳳凰堂

元暦萬葉①

節用

女消息

女庭訓往来

節用

節用

女大学

五穀

一2

一2

艸9

一3

臼7

一3

明治の漢字

明治の漢字

漢字要覧

漢字要覧

漢字要覧

明治の漢字

明 張瑞図

丈
現代中国

古璽

居延漢簡

江戸干禄

中山王方壷

万
現代中国

万
現代中国

丑
現代中国

与
現代中国

与
現代中国

説文古文

古璽

甲骨

殷・金文 睡虎地秦簡

甲骨

郭店楚簡

古璽

史頌𣪘

侯馬盟書

楚系簡帛

金文 包山楚簡

睡虎地秦簡

古璽

戦国・金文

郭店楚簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

侯馬盟書

説文篆文

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

銀雀山竹簡

居延漢簡

馬王堆 袁安碑

石門銘

羅布淖爾漢簡

曹全碑

樊敏碑

禮器碑

居延漢簡

智永千字文

十七帖

集字聖教序

集字聖教序

集字聖教序

蘭亭序

蘭亭序

張猛龍碑

孫秋生造像

鄭羲下碑

元詮墓誌

元思墓誌

孔子廟堂碑

雁塔聖教序

九成宮

孔子廟堂碑

雁塔聖教序

干禄字書

干禄字書

干禄字書

干禄字書

粟原寺塔鑪盤銘

光明皇后

法華義疏

王勃詩序

法華義疏

法華義疏

那須國造碑

屛風土台 節用 古文甲骨 毛公鼎

包山楚簡

睡虎地秦簡

泰山刻石 武威漢簡

居延漢簡 法華義疏

関戸本古今 節用 一3

不
現代中国甲骨 王孫遺者鐘 郭店楚簡

説文篆文

馬王堆

禮器碑

十七帖 集字聖教序 張猛龍碑 九成宮 干禄・序 王延孫造

元暦萬葉⑨ 本願 一4

古文

且
現代中国甲骨 散氏盤 睡虎地秦簡

望山楚簡郭店楚簡

説文篆文

説文古文

馬王堆 曹全碑 十七帖 元詮墓誌 南破邪論序 五経文字 法華義疏

4 5

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【一】丈
2
万

2
与

2
丑

3
不

3
且

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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いる。日本では「並」の使用例が多いが、筆順が2種類ある。
干禄字書が〈通〉としている字体が開成石経に使われている。
康煕字典には「竝」と「並」があるが「並」はない。日本の
印刷例では「竝」より「並」の例が多い。

【丙】行書や楷書では囲まれた空間では右ハライはしない。
【両】「兩」は「入」の部首に分類されるのだが、手書きでは
「人」を書く。「両」は中国では清代、日本では江戸時代まで
みつけられない。太宰治が「両」を書いている。
【並】中国では古くから「並」と「竝」は両方とも使われて

【丘】江戸時代の版本の五経文字では一画少ない。何かを避諱
して欠画したのだろうか。ちなみに孔子の諱が「丘」。
【世】古くから「世」「卋」「丗」とその亜種がある。文部省
活字は中央の縦線が下に突き出ているが、これは説文篆文に
倣ったのだろうか。漱石は「世」「丗」2種類の字体を使用。

世
卋

丗

丙

丞

両
兩

並
竝

キュウ
おか

セ
セイ
よ

セ
セイ
よ

ヘイ
あきらか
ひのえ

ジョウ
リョウ

リョウ

ヘイ
なみ
ならびに
ならぶ
ならべる

常①

教3常①

②

常①

人①

教3常①

②

教6常①

②

丘
粘葉本朗詠

関戸本朗詠

関戸本朗詠

教業信証

元暦萬葉①

関戸本朗詠

元暦萬葉⑱

元暦萬葉④

元暦萬葉②

節用

節用

本願

節用

五穀無尽蔵

庭訓往来

節用

節用

節用

節用

一4

本字

古文

一4

古文

集韻

一4

一5

入6

古文

一7

立5

陸軍〈正体〉

陸軍〈別体〉

陸軍〈別体〉

教科書

陸軍〈別体〉

漢字要覧

教科書

×

説文古文

北宋・米芾

北宋・米芾

殷・金文

新居延簡

清・阮元

干禄〈通〉

丘
現代中国

世
現代中国

丙
現代中国

丞
現代中国

两
現代中国

并
現代中国

並
一8

甲骨

金文

金文

金文

甲骨

甲骨

甲骨

殷・金文

金文

中山王方壷

金文金文

金文

殷・金文

甲骨

殷・金文

金文

金文

金文

包山楚簡

戦国・金文

戦国・金文 包山楚簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

戦国・金文

郭店楚簡

金文

金文

包山楚簡

中山王方壷

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

武威漢簡

馬王堆

居延漢簡

居延漢簡

禮器碑

北海相景君碑

曹全碑

鮮于璜碑

曹全碑陰

乙瑛碑

曹全碑

西狭頌

石門銘

趙寛碑

曹全碑

淳化閣帖

孫過庭千字文

孫過庭千字文

居延漢簡

智永千字文

十七帖

唐太宗

蘭亭序

王献之

始平公造像

張猛龍碑

王遷墓誌

暉福寺碑

元暎墓誌

張猛龍碑

中岳崇高霊廟碑崇高

鄭羲下碑

九成宮

皇甫誕碑

李寿墓誌

倪寛伝賛

倪寛伝賛

皇甫誕碑

孔子廟堂碑

道因法師碑

九成宮

五経〈説文〉

九経字様

九経字様

五経〈石経〉

江戸五経〈石経〉

包山楚簡

睡虎地秦簡

干禄字書

九経〈説文〉

干禄字書九経〈隷省〉

王勃詩序

聾瞽指歸

聾瞽指歸

東大寺大仏殿

法隆寺金堂

戦国・金文

睡虎地秦簡

王勃詩序

王勃詩序

法華義疏

王勃詩序

6 7

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【一】丘
4
世

4
丙

4
丞

5
両

6
並

7

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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ので、それを区別するために「井戸の「井」に点を加えたと
か。「どんぶり」とは物が水に落ちる音という説もあり。

【丸】点の位置に注意。『康煕字典』では「凡」に似た字を正
字とし、通用字体を俗字としている。漱石は江戸版本と同じ
字体を書いている。直井潔「国定教科書に於ける正字俗字一
覧表」では「文部省に於いて特に正体を舍てて俗體を取りれ
たるもの」としている。

【丹】太宰は「丹」よりも「丹」に近い。説文篆文に従えば点
は横線になるはず。
【丼】「どんぶり」という意味で使うのは日本独自。中国では
「井」と「丼」は異体字でどちらも「井戸」のこと。上の表
の中国での使用例は「井」の意味。「刑」の初文が「井」な

教5常①

中

串
丸
丹

主
丼
乃

久

チュウ
ジュウ
なか
あたる
うち

カン
セン
くし
なれる
つらぬく

ガン
まる
まるい
まるめる

タン

シュ
ス
おも
ぬし

タン
トン
どんぶり
どん

ノ
ダイ
ナイ
すなわち
の

キュウ
ク
ひさしい

教1常①

新①

教2常①

常①

教３常①

新②

人①

甲骨

散氏盤

睡虎地秦簡 説文籀文

古文甲骨

侯馬盟書

郭店楚簡 説文古文

馬王堆

禮器碑 法華義疏

屛風土台 節用 丨3

中
現代中国甲骨 何尊 石鼓文 説文篆文

居延漢簡

石門頌 淳化閣帖 集字聖教序 張猛龍碑 温彦博碑 五経・序 稲荷山古墳

元暦萬葉⑨ 節用 丨6

串
現代中国殷 -金文 殷・金文 九店楚簡

元暦萬葉⑫ 節用 丶2 教科書 康煕〈俗字〉

丸
現代中国説文篆文 居延漢簡

永平神仙
画像漆盤 智永千字文 鴨頭丸帖 和泉男生墓誌 東大寺献物帖

元暦萬葉① 節用 丶3

古文

古文

○

丹
参考

丹
現代中国金文甲骨 包山楚簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文古文

説文古文

馬王堆 禮器碑陰 書譜 晋祠銘 王丹虎墓誌 九成宮 五経文字 王勃詩序

屛風土台 丶4 ○

主
参考

主
現代中国甲骨 睡虎地秦簡 説文篆文 居延漢簡 乙瑛碑 淳化閣帖 興福寺断碑 鄭羲下碑 皇甫誕碑 法華義疏

元暦萬葉①

元暦萬葉②

節用

節用

節用

丶4

丿1

丿2

古文

古文

泰山刻石

丼
現代中国

乃
現代中国

久
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

大克鼎

大盂鼎

毛公鼎 睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

侯馬盟書

郭店楚簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文古文

説文古文

説文篆文

居延漢簡

居延漢簡

居延漢簡

居延漢簡

武威漢簡

曹全碑

北海相景君碑馬王堆

北海相景君碑陰

十七帖

十七帖

興福寺断碑

集字聖教序

鄭羲下碑

高貞碑

皇甫驎墓誌

九成宮

孔子廟堂碑

五経・序

九経字様

王勃詩序

聖武天皇雑集

8 9

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【丨】中
3
串

6
【丶】丸

2
丹

3
主

4
丼

4
【丿】乃

1
久

2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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省活字の字体の影響を受けているようだ。
【乙】ZのようになったりLのようになったりする。

【之】説文の字体に対応する明朝体の字体が康煕字典では古
文になっている。隷書以降の字体は里耶秦簡の字体を元にし
たものか。
【乏】説文篆文の字体が左右反転しているようだ。五経文字
には「乏」一例しか載っていないが、九経字様で説文篆文に

従った字体が追加されている。
【乗】唐代の正字である開成石経（楷書）と清代の正字である
康煕字典（明朝体）の字体が異なる。正（統）字体の根拠である
説文篆文と較べればどちらもおかしい。夏目漱石は伝統的な
楷書／行書の字体を書いているが、太宰治は康煕字典／文部

オツ
おつにょう
きのと

常①

乙

人②

乘

ジョウ
のせる
のる

教3常①

乗

ボウ
とぼしい

常①

乏

ながら

①

乍

コ

人①

乎

シ
の
これ
ゆく

人①

之
元暦萬葉⑦ 書札重宝記 丿3

古文

之
現代中国甲骨

甲骨

甲骨

散氏盤

金文

包山楚簡

石鼓文

説文篆文

里耶秦簡

睡虎地秦簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

乙瑛碑

説文古文

十七帖

馬王堆

金文

蘭亭序

熹平石経

睡虎地秦簡

高貞碑 九成宮 干禄・序 王勃詩序

雁塔聖教序

元暦萬葉②

元暦萬葉②

元暦萬葉①

節用

絵本黴瘡軍団

節用

丿4

丿4

丿4

康煕〈古文〉

九経〈隷省〉

乎
現代中国

乍
現代中国

乏
現代中国

甲骨

甲骨

大克鼎

殷・金文

中山王方壷戦国・金文

史頌𣪘

金文

大盂鼎

睡虎地秦簡

説文篆文 

説文篆文子弾庫楚帛

説文篆文

居延漢簡

居延漢簡

孔宙碑

武威漢簡

智永千字文

書譜

淳化閣帖

集字聖教序

集字聖教序

鄭羲下碑

張猛龍碑

石門銘

金光明経巻二

九成宮

雁塔聖教序

破邪論序

干禄・序

九経〈説文〉

九経〈説文〉 五経文字

九経〈隷省〉

王勃詩序

杜家立成

王勃詩序

元暦萬葉① 節用 丿8

古文

古文

教科書〈俗字〉 ×元趙孟頫

乗
現代中国甲骨 虢季子白盤 包山楚簡

睡虎地秦簡

説文篆文

居延漢簡

封龍山頌 興福寺断碑 鄭羲下碑 孔子廟堂碑 五経〈説文〉

五経〈隷省〉

王勃詩序

元暦萬葉⑥ 節用 乙0

乙
現代中国甲骨 金文 睡虎地秦簡 説文篆文 居延漢簡 乙瑛碑 高貞碑 琱玉集

10 11

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【丿】之
3
乎

4
乍

4
乏

4
乗

8
【乙】乙

0

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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書き、「亂」は書いていない。
【乾】現代中国ではこの字をqianと読むときは「乾」を使い、

ganと読むときは「干」を使う。
【予】別字だが「豫」と通じる。太宰治は「豫感」と書いてい
る。九経字様の字体は楷書とは思えないが、これが正字。代

中国では「予」と「豫」を統合していない。【乞】「气」と同字とする字書と別字とする字書があるが、本
書では別字とした。
【也】説文に2種があり、康煕字典では片方が古文。ならば睡
虎地秦簡の字体も古文ということになる。
【亂（乱）】「乱」は干禄字書と康煕字典に「亂」の俗字として掲

載。私見では「乱」は「亂」の略字で、「亂」の「ム」の部分
が「乱」の口だと思う。日本では上代以降「亂」と「乱」の
両方が使われるが、江戸時代にになると「乱」が多く使われ、
繁体の「亂」の使用例がみつからない。文部省活字は「亂」。
文部省活字の影響を受けていると思われる太宰治も「乱」を

ヨ
あずかる
あずける
あたえる
あらかじめ
われ教3常①

予

リョウ
おえる
おわる
さとる

常①

了

カン
かわかす
かわく
いぬい

常①

乾

ニュウ
ちち
ち

教6常①

乳

ラン
おさめる
みだす
みだれる
わたる②

亂

ラン
みだす
みだれる
おさめる
みだれ教6常①

乱

ヤ
なり
や

人①

也

キツ
コツ
こい
こう

新①

乞

ク
キュウ
ここの
ここのつ

教1常①

九
元暦萬葉①

元暦萬葉⑦

元暦萬葉⑦

節用

節用

庭訓往来

乙1

乙2 干禄〈俗〉

九
現代中国

乞
現代中国

甲骨 大盂鼎 睡虎地秦簡 説文篆文 馬王堆

敦煌漢簡

楼蘭漢簡

乙瑛碑

張景造土牛碑

武氏祠画像題字

澄清堂帖 集字聖教序

乞仮帖

楊大眼造像

元欽墓誌

蘇慈墓誌

孔子廟堂碑 干禄・後書

干禄字書

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

琱玉集

元暦萬葉①

元暦萬葉②

元暦萬葉⑫

元暦萬葉①

元暦萬葉⑩

益田本白詩

節用

節用

節用

節用

乙2

古文

乙6〈俗〉

乙12

乙7

乙10

古文

乱
現代中国

×

干禄〈俗〉

江戸 干禄〈俗〉

江戸干禄

干禄〈通〉

也
現代中国

乳
現代中国

干禄〈俗〉

干
現代中国

乾
現代中国

甲骨

金文

睡虎地秦簡

金文 子弾庫楚帛

古璽

古璽

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡古璽

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文説文古文

説文篆文

説文篆文

説文籀文

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

武威医簡

武威医簡

曹全碑

馬王堆

馬王堆

馬王堆

曹全碑

樊興碑

曹全碑

十七帖

王献之

集字聖教序

争乱帖

集字聖教序

高貞碑

鄭羲下碑

爨龍顔碑

張猛龍碑

魏霊蔵造像

九成宮

九成宮

九成宮

雁塔聖教序

五経・序

五経・序

干禄字書

王勃詩序

王勃詩序

光明皇后楽毅論

王勃詩序

王勃詩序

法華義疏九経字様

関戸本朗詠 節用 亅1

了
現代中国説文篆文 書譜 五経・序 琱玉集

藤原定家 宝抓取 亅3

九経〈隷省〉

予
現代中国甲骨 戦国・金文

戦国・金文

説文篆文 居延漢簡

熹平石経

元珍墓誌 皇甫誕碑 九経〈説文〉伝空海急就章

12 13

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【乙】九
1
乞

2
也

2
乱

6
乳

7
乾
10
【亅】了

1
予

3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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ほとんど草書を書くが、まれに楷書・行書の字体を書く。
【于】説文篆文と泰山刻石の字体が異なるが、もちろん泰山刻
石が正しいのだろう。
【井】説文篆文には点がある。
「刑」の初文が「井」なので字体の衝突を避けるために「井

戸」の「井」の方に点をつけて「丼」にしたともいう。
【云】「雲」の元の字で、後に「雨」を加えたという。

【争】「爭」が正（統）字体とされているが、行書や楷書では
「争」「爭」両方が書かれている。横線が右に出るものと出な
いものがある。漱石も太宰も横線を右に出していない。睡虎
地秦簡の上部も「日」のようだが、傾いているから「爪」な
のだろう。漢代には上部を完全に「日」に作る字体がある。

書譜の字体も「日」をくずしているように見える。
【事】「亊」と「事」の差は「口」が点々に略されるだけで大
きな問題ではない。下から2本目の横線が漢代までは右に出
ているが、南北朝以降は出なくなる。九経字様、康煕字典な
ど正字では出る。弘道軒も漱石も太宰も出ていない。漱石は

豫

争
爭

事
亊

二

井

云
雲

ヨ
あらかじめ

ソウ
あらそう
いかでか

ソウ
あらそう
いかでか

ジ
ズ
こと
つかえる

ニ
ふた
ふたつ

ショウ
セイ
い

ウン
いう

ウン
くも

②

教4常①

人②

教3常①

教1常①

常①

人①

学2常①

近衛本朗詠

元暦萬葉⑩

節用 爪4 明治の漢字 干禄〈通〉

争
現代中国甲骨

甲骨

郭店楚簡

睡虎地秦簡

説文篆文 銀雀山竹簡 石門頌

書譜禮器碑婁寿碑

居延漢簡 欧陽詢史事帖 元彦墓誌 孟法師碑 干禄字書 琱玉集

聾瞽指歸

元暦萬葉②

元暦萬葉⑥

元暦萬葉②

元暦萬葉①

元暦萬葉①

庭訓往来

節用

節用

本願念仏利益章

古文

亅7

二0

二2

二2

明治の漢字

節用の「言」

事
現代中国

二
現代中国

井
現代中国

云
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

大盂鼎

大盂鼎

郭店楚簡

大克鼎 睡虎地秦簡

大盂鼎

金文

郭店楚簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文古文睡虎地秦簡

説文篆文

説文古文

説文篆文

居延漢簡

居延漢簡

居延漢簡 居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

居延漢簡

曹全碑

曹全碑

張遷碑

十七帖

書譜

十七帖

興福寺断碑

興福寺断碑

蘭亭序

爨龍顔碑

魏霊蔵造像

敬史君碑皇甫驎墓誌

論経書詩

楊大眼造像

孔子廟堂碑

孔子廟堂碑

九成宮

九成宮

孔子廟堂碑

五経・序

九経字様

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

元暦萬葉① 駿台雑話 豕9

古文

教科書

豫
現代中国金文 包山楚簡 説文篆文

説文古文 敦煌漢簡

馬王堆

馬王堆

曹全碑 孫過庭千字文 欧陽詢千字文 鄭羲下碑 智永千字文 聖武天皇雑集

甲骨

郭店楚簡

天星観卜筮簡 元暦萬葉1

節用 雨4

甲骨

睡虎地秦簡

説文古文

説文古文

古璽

古璽

説文篆文

居延漢簡

武威漢簡

西狭頌

曹全碑

十七帖 集字聖教序

始平公造像

論経書詩 九成宮

孔子廟堂碑

王勃詩序

14 15

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【亅】争
5
事

7
【二】二

0
井

2
云

2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【亙／亘】「亙」の説文の字体が不可思議。現代中国では「亘」
に統合されている。陸軍では「本来は別字」とする。

【五】草書と行書は書き順が異なる。草書は頻繁に書かれ、江
戸では最終画が右に伸びる。江戸期以降、楷書、行書では一
画目が略されることがある。なぜ略すのかは不明。日本相撲
協会の五月場所のチラシの相撲字も「五」の一画目を略して
いる。ちなみに橘流寄席文字は一画目を略さない。

【互】説文篆文には「たけかんむり」がある字体とない字体の
両方があるが、「たけかんむり」のある字体は九経字様ににし
か見えない。九経字様では「たけかんむり」がある字を〈説
文〉、「たけかんむり」がない「互」を〈隷省〉、「牙」に似た
字を〈訛〉としている。

五

互

亙

亘

亜
亞

些
亡

ゴ
いつ
いつつ

ゴ
たがい

コウ
わたり
わたる

わたり

ア
つぐ

ア
つぐ

サ
シャ
いささか

ボウ
モウ
ない
なくなる
にげる

ほろびる
ほろぶ

教1常①

常①

人①

人①

常①

人②

人①

教6常①

侯馬盟書甲骨 元暦萬葉①

元暦萬葉⑨

節用

農家調宝記嗣編

二2

庭訓往来

五
現代中国甲骨

甲骨 史頌𣪘 包山楚簡睡虎地秦簡

説文篆文

説文古文

瑯邪台刻石馬王堆

居延漢簡

開通褒斜道刻石

西狹頌

十七帖 集字聖教序 張猛龍碑

鄭羲下碑

虞世南破邪論序

九成宮

干禄・序 聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

節用

甲骨 金文 包山楚簡

説文或体

九経〈隷省〉

東寺三宝絵詞 書札重宝記 二2

互
現代中国干禄〈通〉

江戸九経〈訛〉

説文篆文 書譜 金剛明経巻二 泉男生墓誌

九経〈説文〉

干禄字書 王勃詩序

二4 陸軍

亘
現代中国甲骨 金文 包山楚簡 説文篆文

説文古文

節用 二4

本字

陸軍

亘
現代中国甲骨

甲骨

説文篆文 馬王堆

武威漢簡

晋祠銘 法華経方便品 劉元超墓誌 王勃詩序

墨流本朗詠

恩命帖

節用

開化往来

二6 明治の漢字

陸軍

×

亚
現代中国明・張瑞図甲骨

甲骨

郭店楚簡

郭店楚簡 郭店楚簡

金文

金文金文

説文篆文

説文新附

馬王堆

馬王堆

尹宙碑 暉福寺碑 孔子廟堂碑 道澄寺鐘銘

粘葉本朗詠 節用 亠1 陸軍 ○

亡
現代中国五経・序

九経〈隷省〉 陸軍〈本字〉

甲骨

甲骨

何尊

金文

侯馬盟書

睡虎地秦簡 包山楚簡

説文篆文 居延漢簡

居延漢簡

曹全碑

禮器碑

智永千字文 枯樹賦 牛闕造像記

鄭長猷造像

孔子廟堂碑（覆）

孟法師碑

九経〈説文〉 王勃詩序

王勃詩序

節用 二5

些
現代中国

16 17

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【二】五
2
互

2
亙

4
亘

4
亜

5
些

5
【亠】亡

1

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



たが確証はない。後藤朝太郎『教育上より見たる明治の漢字』
には「亨」の許容字として「享」を掲載している。字の上部
は古代はやぐら（梯子）なのだが、説文篆文で突然「口」にな
る。これは「高・髙」と同様だ。南北朝以降は梯子に戻り、
干禄字書も梯子だ。その字体が日本に伝わる。江戸になると

また「口」に戻る。【亥】説文古文の字形が異なる異本がある。
【交】「亠」の下に「夂」を書く字体あり。江戸では「亠」の
下に「火」を書く字体あり。漱石は複数の字体を書く。
【亦】魏霊蔵造像記と聖武天皇雑集（下）は「亠」を「ク」の形
に書くが、これは虚画の左払いを実画として書いたものか。

康煕字典の古文の字体は古代の例に見えない。
【亨】【享】「亨」と「享」を古代から別字としている字典と、
元は同字で後に使い分けが生じたとする字書がある。『康煕
字典』、『角川書道字典』、『新書源』（二玄社）は前者であり、そ
の他多くの字典や漢和辞典は後者。本書では前者の説を採っ

交

亦

亨

享

コウ
かう
かわす
まざる
まじえる

まじる
まじわる
まぜる
こもごも

エキ
また

キョウ
コウ
とおる

キョウ
うける

教2常①

人①

人①

常①

ガイ
い

人①

亥
元暦萬葉① 節用 亠4

亥
現代中国甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

殷金文

金文

金文

令方彝 睡虎地秦簡

金文

包山楚簡

包山楚簡

説文篆文

説文古文1

説文古文2

居延漢簡 熹平石経

曹全碑

元顕儁墓誌 九成宮

雁塔聖教序

九経〈説文〉

九経〈隷省〉

琱玉集

交
現代中国元暦萬葉⑲ 節用

農家用文章

亠4甲骨 金文

郭店楚簡

睡虎地秦簡 説文篆文 馬王堆

居延漢簡

孔宙碑

尹宙碑

書譜 集字聖教序 張猛龍碑 九成宮

孟法師碑

五経・序 王勃詩序

王勃詩序

元暦萬葉④

元暦萬葉⑦

節用 亠4

古文

亦
現代中国甲骨

殷・金文

毛公鼎 古璽

睡虎地秦簡

説文篆文 馬王堆

銀雀山竹簡

西嶽華山廟碑

西狭頌

十七帖

集字聖教序

蘭亭序 鄭羲下碑

魏霊蔵造像

孔子廟堂碑

九成宮

干禄・序 聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

後伏見天皇 節用 亠5

古文

古文

明治の漢字

亨
現代中国甲骨

甲骨

令𣪘

金文

古璽 説文篆文

説文篆文

西嶽華山廟碑

熹平石経

景福殿賦 集字聖教序

晋祠銘

爨宝子碑

爨龍顔碑

孔子廟堂碑

道因法師碑

江戸干禄

九経字様

王勃詩序

古文甲骨 金文

睡虎地秦簡

古璽

古璽 説文篆文

説文篆文

居延漢簡

居延漢簡

武威漢簡

張遷碑

禮器碑

景福殿賦 聖武天皇雑集

藤原朝隆 宝抓取 亠6

享
現代中国甲骨 石鼓文

古璽

説文篆文 馬王堆 史晨後碑 賀知章孝経 孟敬訓墓誌 九成宮 干禄字書 威奈大村墓誌

18 19

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【亠】亥
4
交

4
亦

4
亨

5
享

6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【今】将棋駒の「歩」の裏側は「金（キン・コン）」と音が同じ
「今（キン・コン）」の草書を宛てたものだという。（増川2000）

【京・亰】前漢以降、「口」を書かずに「日」を書く。江戸干
禄は「亰」を〈通〉とし、九経字様は〈訛〉とする。江戸以
降、「口」を書くのは『干禄字書』や『康煕字典』の出版によ
る影響か。康煕字典では「亰」は「原」の俗字。
【亭】漱石は「口」、「はしご」、「草書」の3体を書いている。

【亮】説文の大徐本にはなく、段注本で補われている字。甘
谷漢簡、楊貴氏墓誌、文部省活字の足が「几」の形。五車韻
府、美華書館、築地二号の活字もこの字体。
【介】「分」と似た字体になるため、書き順と字体を変えた
のか。江戸では節用の字体が一般的。弘道軒はそれを採用。

京
亰

亭

亮
人
介

仇

今

キョウ
ケイ
みやこ

キョウ
みやこ

テイ
あずまや
とどまる

リョウ

ジン
ニン
ひと

カイ
おおきい
すけ
たすける
はさむ

キュウ
あだ
かたぎ

コン
キン
いま

教2常①

②

常①

人①

教1常①

常①

①

教2常①

粘葉本朗詠

三体白詩

開化往来

算法地方大成

書札節用

節用

亠6

亠7

明治の漢字

明治の漢字

節用

京
現代中国江戸干禄〈通〉

九経〈訛〉

亭
現代中国

甲骨

甲骨

金文 古璽

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

戦国・金文

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

張遷碑

禮器碑

曹全碑

十七帖

居延漢簡

智永千字文

興福寺断碑

蘭亭序

張猛龍碑

元𥇍墓誌

九成宮

皇甫誕碑

江戸干禄

九経字様

王勃詩序

王勃詩序

関戸本朗詠 節用 亠7

亮
現代中国説文逸字 甘谷漢簡 禮器碑陰 祝允明 牛闕造像記 皇甫誕碑 楊貴氏墓誌

元暦萬葉① 節用 人0

人
現代中国甲骨 大盂鼎 睡虎地秦簡 郭店楚簡説文篆文 居延漢簡 乙瑛碑 十七帖 集字聖教序 孫秋生造像 孔子廟堂碑 江戸干禄 王勃詩序

元暦萬葉⑰ 礼容筆粋

節用

人2 國定教科書

介
現代中国甲骨 金文

睡虎地秦簡

子弾庫楚帛 説文篆文 居延漢簡

敦煌漢簡

小子残碑

熹平石経

弔比干墓文

李媛華墓誌

九成宮

李思訓碑

干禄字書 王勃詩序

元暦萬葉②

節用

節用

人2

人2 國定教科書 江戸 伊賀越敵討

仇
現代中国

今
現代中国甲骨

甲骨

大盂鼎 睡虎地秦簡

郭店楚簡毛公鼎

説文篆文

説文篆文

馬王堆

居延漢簡

西狭頌

西嶽華山廟碑 十七帖 蘭亭序

楊大眼造像

敬史君碑

張猛龍碑

春秋穀梁伝集解

九成宮

開成石経

五経文字

聖武天皇雑集

王勃詩序

20 21

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【亠】京
6
亭

7
亮

7
【人】介

2
仇

2
今

2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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の刃を上に向けるので、（仕事を）「やむ」という意味を持っ
たのではないだろうか。「已」は漢代から唐代までは「巳」と
字体が衝突していた。
【仕】旁は「土」と「士」の2種類がある。隷書は「土」が多
数。北魏の楷書は「士」が多数。唐代楷書は「土」が多数。

日本では江戸時代まで「土」が多数。正字は「士」。弘道軒は
「土」のみ。漱石は「土」と「士」の両方を使用。
【仔】甲骨では「保」と字体が衝突している。漢代以降、中国
での使用例が見えない。日本では江戸期に突然出現。
【仙】説文では「僊」。

【仏・佛】「仏」は遅くとも南北朝の頃には使われていた。日
本では「仏・佛」両方が使われてきた。康煕字典では「仏」
は「佛」の古文となっているが、実資料は見えない。
【以】「以」と「㠯」は異体字。「已」は「以」、「㠯」と音も意
味も似ているが「すでに」「やむ」という意味もある。「㠯」は

丸い刃がある鋤のような農機具だという。「以」は、「㠯」に
「人」を加えた字だとされ、甲骨1はそのように見える。だが
睡虎地秦簡1や馬王堆の字形は、人には見えない。もしかし
たらこれは鋤を横から見た形で、「人」とされる部分は鋤の把
手なのではないだろうか。「已」は「㠯」を天地逆さにし、鋤

②

什
仁

仏
佛

以
㠯

已

仕

仔
仙
僊

ジュウ

ジン
ニ

ブツ
ほとけ

イ
おもう
もちいる

イ

イ
すでに
のみ
はなはだ
やむ

シ
ジ
つかえる

シ

セン
セント

セン

①

教6常①

教5常①

人②

教4常①

④

②

教3常①

人①

常①

節用 人3

仔
現代中国甲骨 金文 金文 説文篆文

元暦萬葉⑥ 節用 人3

人11

不折俳画 陸軍

陸軍

仙
現代中国

仙
現代中国

説文篆文

尹宙碑 西嶽華山廟碑

智永千字文 集字聖教序 論経書詩

陽胤墓誌

孟法師碑 江戸五経

江戸五経

聖武天皇雑集

聖武天皇雑集

元暦萬葉①

元暦萬葉①

粘葉本朗詠

尼崎萬葉⑯

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑳

節用

節用

節用

節用

節用

節用

古文

古文

人3

人3

人2古文

己2古文

人5

己0

國定教科書

漢字要覧 ×

石鼓文

仕
現代中国

以
現代中国

佛
現代中国

佛
現代中国

㠯
現代中国

已
現代中国

甲骨2

甲骨3

甲骨1 散氏盤

郭店楚簡

毛公鼎 睡虎地秦簡2

郭店楚簡

戦国・金文

睡虎地秦簡1

睡虎地秦簡

包山楚簡

説文古文

説文古文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

敦煌漢簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

孔宙碑

乙瑛碑

張表碑

北海相景君碑

乙瑛碑

十七帖

書譜

集字聖教序

集字聖教序

王献之

爨龍顔碑

鄭羲下碑

牛闕造像記

馮季華墓誌

比丘尼道慧

高貞碑

温彦博碑

孔子廟堂碑

雁塔聖教序

御注金剛経

孔子廟堂碑

江戸干禄・序

干禄・序

王勃詩序

王勃詩序

聖武天皇雑集

杜家立成

聖武天皇雑集

聾瞽指歸

元暦萬葉⑨ 節用 人2

仁
現代中国甲骨 中山王鼎 包山楚簡 説文篆文 曹全碑馬王堆 十七帖 集字聖教序 張猛龍碑 孔子廟堂碑 王勃詩序

高陽院水閣 節用 人2

什
現代中国睡虎地秦簡 説文篆文 居延漢簡 張景造土牛碑 元𥇍墓誌 道因法師碑 王勃詩序

22 23

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】什
2
仁

2
仏

2
以

3
仕

3
仔

3
仙

3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【企】漢から南北朝時代ごろまでは下部を「止」ではなく「山」
を書いていたらしい。王羲之も「山」を書いている。

【他】異体字の「佗」は包山楚簡の字体と一致する。
【令】隷書や初唐の楷書では最終画が縦線。戦国古璽では
「令」に「口」を加えて「命」とすることもあったらしい。
【仮】康煕字典には「仮」と「假」は別字として載っている
が、それとは別に日本では「假」の草書からできた「仮」が

あり、字体衝突した。江戸版本では「仮」と「假」の使用頻
度は半々ぐらいである。中国では現在も「仮」と「假」は別
の字種。
【会】常用漢字の字体は草書かできたものと思われる。五経文
字に、説文篆文に忠実な字体と石経の字体の両方がある。

他
佗

代
付
令

伊

仮
假

会
會

企

タ
ほか

タイ・ダイ
かえる
かわる
しろ
よ

フ
つく
つける

レイ
しむ

イ
かれ
これ

カ
ケ
かり

カ
ケ
かり

カイ
エ
あう
あつまる
かならず

エ
カイ
あう
あつまる
たまたま

キ
くわだてる

教3常①

教3常①

教4常①

教4常①

人①

教5常①

②

教２常①

②

常①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉②

元暦萬葉②

元暦萬葉①

北山抄

近衛本朗詠

粘葉本朗詠

女庭訓往来

節用

日本永代蔵

節用

膝栗毛

節用

節用

親鸞聖人
御一代記

節用

人3

人3

人3

人3

人4

古文

康煕古文

人4

人9

曰9

古文

明治の漢字

教科書

明治の漢字

陸軍

陸軍

明治の漢字

○

包山楚簡戦国古璽

戦国古璽上海楚竹書

会
現代中国

会
現代中国

他
現代中国

代
現代中国

付
現代中国

令
現代中国

伊
現代中国

干禄〈俗〉

信陽楚墓

甲骨

甲骨

甲骨

石鼓文

散氏盤

大盂鼎

金文

金文

金文

包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文古文

説文篆文

説文篆文

説文古文

居延漢簡

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

銀雀山竹簡

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

乙瑛碑

史晨前碑

居延漢簡

乙瑛碑

熹平石経

史晨後碑

熹平石経

史晨後碑

張景造土牛碑

十七帖

書譜

散氏盤

淳化閣帖

智永千字文

書譜

智永千字文

王献之

淳化閣帖

集字聖教序

晋祠銘

王羲之

元煕墓誌

高貞碑

元遥墓誌

高貞碑

高貞碑

鄭羲下碑

元勰墓誌

韓顕宗墓誌

隋蘇孝慈墓誌

裴休圭峰禅師碑

九成宮

孔子廟堂碑

泉男生墓誌

信行禅師碑

假
現代中国

假
現代中国東晋・乞仮帖

雁塔聖教序

智永千字文

智永千字文

五経文字

九経字様

干禄・序

五経文字

五経文字

干禄字書

五経〈石経〉

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

聖武天皇雑集

王勃詩序

王勃詩序五経〈説文〉

王勃詩序

尼崎萬葉⑯ 節用

女今川宝島台

人4

古文

○ 江戸干禄〈通〉

企
現代中国甲骨

甲骨

殷・金文

説文古文

説文篆文 魯峻碑 十七帖 王羲之東方朔画賛

夏金虎墓誌

昭仁寺碑

道因法師碑

江戸干禄

五経文字

威奈大村墓誌

24 25

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】他
3
代

3
付

3
令

3
伊

4
仮

4
会

4
企

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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多くの場合「卬」の1画目が左から右に書かれる。咎無し点
がつくことあり。文部省活字の字体は奇異に感じる。
【伝】この字種は、繁体と略体、正字と通用字、楷書と明朝体
による字体の違いがよくわかる。現代中国の簡体字は草書の
字体。「伝」はなぜこう略すのかわからない。

【任】中国の古代から日本の江戸時代まで正字も含めて旁は
「壬」ではなく「王」とする例が多い。「壬」だとしても1画
目は左から右に書くことが多い。殷代は「王」でなく「工」。

【伎】干禄字書では「技」の〈通〉、つまり「技」の異体字と
して扱われている。行書、楷書では咎無し点が付くことあり。
【休】説文篆文に「广」がついた字体があるが、これに一致す
る例が見えない。南北朝時代は下に横線やれっかがつく。王
羲之も興福寺断碑で横線付きの字体を書いている。唐代の楷

書では横線がつくのは度人経1例だけ。日本の上代は横線つ
きも書かれる。干禄字書では横線つきの字体を〈俗〉として
いるが、康煕字典にはない。手書きでは咎無し点がつくこと
が多い。北魏ではギョニンベンを書くことあり。
【仰】旁の「卬」が「印」と書かれることがある。手書きでは

伎
休

仰

件
伍
仲

伝
傳

任

キ
ギ
わざ
たくみ

キュウ
やすまる
やすむ
やすめる
いこう

やめる

ギョウ
コウ
あおぐ
おおせ

ケン
くだり
くだん

ゴ

チュウ
なか

デン
つたう
つたえる
つたわる

ニン
まかす
まかせる
たえる

新①

教1常①

常①

教5常①

人①

教4常①

教4常①

人②

教5常①

近衛本朗詠

粘葉本朗詠

金峰山埋経願文

元暦萬葉⑩

元暦萬葉②

尊円親王

元暦萬葉②

元暦萬葉②

節用

女用文章

節用

節用 漱石

節用

節用

消息往来

人4

人4

人4

人4

人4

人11 陸軍 ×

江戸干禄〈通〉

室町 尊円親王

传
現代中国

休
現代中国

仰
現代中国

件
現代中国

伍
現代中国

仲
現代中国

甲骨

甲骨

古璽

甲骨

史頌𣪘

睡虎地秦簡

散氏盤

金文

散氏盤

中山王方壷

新蔡葛陵楚墓

睡虎地秦簡

古璽

古璽

睡虎地秦簡

包山楚簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

居延漢簡

敦煌漢簡

武威漢簡

居延漢簡

居延漢簡

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

石門頌

史晨前碑

張景造土牛碑

曹全碑陰

禮器碑陰

張景造土牛碑

乙瑛碑

淳化閣帖

淳化閣帖

唐太宗屛風書

賀知章孝経

唐太宗屛風書

書譜

興福寺断碑

集字聖教序

王献之

集字聖教序

興福寺断碑

元詳墓誌

張猛龍碑

鄭羲下碑

張猛龍碑

鄭羲下碑

元暎墓誌

爨龍顔碑

鄭羲下碑

鄭羲下碑

化度寺碑

九成宮

度人経

等慈寺碑

等慈寺碑

契苾明碑

張明墓誌

孔子廟堂碑

孟法師碑

江戸干禄

五経文字

九経・序

五経文字

王勃詩序

王勃詩序

琱玉集

王勃詩序

最澄空海請
来目録

東大寺献物帖

王勃詩序

王勃詩序

節用 人4

伎
現代中国説文篆文 禮器碑 李懐琳絶好書 菩薩瓔珞本業教 世説新書 干禄〈技の通〉干禄字書

小野毛人墓誌

元暦萬葉②

墨流本朗詠

節用

算法地方大成

人4

任
現代中国甲骨

甲骨

金文 睡虎地秦簡

上海楚竹書 古璽

説文篆文 居延漢簡

敦煌漢簡

禮器碑陰 十七帖 王献之 爨宝子碑

伊闕仏龕碑

皇甫誕碑 五経文字 王勃詩序

26 27

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】伎
4
休

4
仰

4
件

4
伍

4
仲

4
伝

4
任

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【位】金文、古璽の字体は「立」だけでニンベンがない。
【何】甲骨と金文の字体は「何」とは違う系統か。
【佐】説文に解説がない。そのためか干禄字書、五経文字、九
経字様、開成石経のいずれにも見えない。「工」が「匕」にな
る異体字は中国の南北朝の頃から。

【作】甲骨ではニンベンがない。漱石は草書の字体も使う。

常①

伐

伏
位
何

伽
佐

作

伺

バツ
うつ
きる
ほこる

フク
ふす
ふせる
したがう

イ
くらい

カ
なに
なん
いずれ

カ
きゃ
とぎ

サ
すけ
たすける

サク
サ
つくる
なす

シ
うかがう

常①

常①

教4常①

教2常①

人①

常①

教2常①

元暦萬葉⑦ 節用 人4

侯馬盟書 睡虎地秦簡

伐
現代中国西周虢季子白盤甲骨

甲骨

郭店楚簡 説文篆文

居延漢簡

曹全碑 智永千字文 唐高宗李勣碑 孫秋生造像 皇甫誕碑 法華義疏

劉碑造像記 道因法師碑

元暦萬葉⑦

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉④ 鎌倉・墨流本朗詠 江戸・五条俗談集

節用

農家用文章大全

節用

本願念仏利益章

人4

人5

人5

伏
現代中国

位
現代中国

何
現代中国

金文

甲骨

甲骨 金文

金文

金文

古璽

睡虎地秦簡

郭店楚漢

仰天湖楚簡

里耶秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文 馬王堆

馬王堆

居延漢簡

武威漢簡

居延漢簡

漢・居延漢簡

北海相景君碑

曹全碑

魯峻碑

淳化閣帖

智永千字文

十七帖

十七帖

集字聖教序

智永千字文

興福寺断碑

姨母帖

高貞碑

張猛龍碑

論経書詩

孔子廟堂碑

皇甫誕碑

孔子廟堂碑

九経・序

江戸干禄・序

王勃詩序

聖武天皇雑集

王勃詩序

風信帖

日本紀竟宴和歌

元暦萬葉①

元暦萬葉①

節用

節用

本佐録

人5

人5

後漢・嵩山
少室石闕銘

北宋・蔡京

伽
現代中国

佐
現代中国

奈良・聖武天皇
勅書銅版

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡 居延漢簡

石門頌馬王堆

北海相景君
碑陰

孫過庭千字文 智永千字文 鄭羲下碑

司馬昞墓誌

皇甫誕碑

聾瞽指歸

聖武天皇雑集

趙志集

元暦萬葉①

尼崎萬葉⑯

雲紙本朗詠

節用

節用

節用

人5

作
現代中国甲骨

甲骨

金文

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

天星観楚簡

包山楚簡

説文篆文

馬王堆泰山刻石

居延漢簡

居延漢簡

敦煌漢簡

乙瑛碑 十七帖 集字聖教序

王献之

楊大眼造像

論経書詩

魏霊蔵造像

孔子廟堂碑 五経・序 王勃詩序

空海 金剛般
若経開題

元暦萬葉② 出世太平記 人5

伺
現代中国説文篆文 爨龍顔碑 契苾明碑 王勃詩序

28 29

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】伐
4
伏

4
位

5
何

5
伽

5
佐

5
作

5
伺

5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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タ状になっている異体字あり。「国定教科書に於ける正字俗
字一覧表」で異字としている字体を漱石が書いている。

【似】説文篆文では「㠯」に「人」がついた字体。古代の字体
は「口」が加わっていた。
【体】正（統）字体は「體」だが、隷書には「軆」もあり、偏を
ニクヅキにしたものもある。草書は「軆」をくずした字体だ
とおもう。干禄字書は「軆」を〈俗〉としている。旁を「本」

とする字体は唐代から現れる。文部省活字には正字しかない
のに、太宰治が通（用）字体を書いているのはちょっと驚き
だ。藤原佐理詩懐紙は「躰」を書いているが、「身」のこのよ
うなくずしかたからニンベンになったのかもしれない。
【但】甲骨文の字形は『甲骨文編』所収。右下の横線がナベブ

似

住
伸
体
體

軆

骵

躰

但

佃

ジ
にる

ジュウ
すまう
すむ
とどまる

シン
のばす
のびる
のべる

タイ
てい
からだ

タン
ただし

デン
つくだ

教5常①

教3常①

常①

教2常①

②

②

②

常①

人①

元暦萬葉① 御高札之写

節用

人5

似
現代中国金文

金文

金文

侯馬盟書

古璽

古璽

説文篆文 馬王堆

馬王堆

馬王堆

敦煌漢簡 十七帖 王献之 元彦墓誌 孔子廟堂碑 開成石経 王勃詩序

元暦萬葉① 節用 人5

人5

○

住
現代中国

伸
現代中国戦国・金文 説文篆文 孟璇残碑 自叙帖

集字聖教序

晋祠銘

維磨経碑 雁塔聖教序

五経・序

法隆寺献物帳

元暦萬葉⑥

元暦萬葉⑰

元暦萬葉②

五常俗談集

節用

五常俗談集

人5

骨13

身13

身5

骨5

教科書〈異字〉

教科書・俗字

体
現代中国

体
現代中国

体
現代中国

体
現代中国

体
現代中国

干禄〈俗〉

藤原佐理詩懐紙中山王方壷

郭店楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

泰山刻石

説文篆文

武威漢簡

魯峻碑

武威漢簡

武氏祠画像題字

張遷碑 十七帖

王羲之何如帖

晋祠銘

張猛龍碑

王献之

雁塔聖教序

雁塔聖教序

玄言新記明老部

干禄・序

干禄字書

聖武天皇雑集

法華義疏

聾瞽指歸

法華義疏

元暦萬葉①

元暦萬葉①

本願念仏利益章 人5 教科書・異字

但
現代中国甲骨 包山楚簡

武威漢簡

説文篆文

三老諱字忌日記

居延漢簡 西嶽華山廟碑 十七帖 瞻近帖 劉碑造像記

王次妃石婉墓誌

九成宮

昭仁寺碑

五経・序 琱玉集

元暦萬葉⑩ 節用 人5 明草韻辨體

佃
現代中国金文 古璽

金文 古璽

説文篆文

30 31

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】似
5
住

5
伸

5
体

5
但

5
佃

5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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ている」、「餘り気の毒だから」、「汽車が余っ程動き出して」、
「学資の餘りを」、「余っ程上等だ」、「余計な手数だ」、「余計
な減らず口」、「年中持て余して」、「餘り上品ぢやないが」、
「餘っ程えらく」、「余っ程辛防強い」、「蚊が餘っ程刺した」、
「余計な発議」……さて使い分けの基準はあるのだろうか。

【依】甲骨、金文では人は左側ではなく「衣」の中にいる。中
にいる人は、右向き、左向き、正面の3種類。

【低】説文の原本にはなかったらしく、徐鉉による説文（大徐
本）に新附字として掲載されている。唐代正字もない。旁が
「互」の字体もある。隷書に旁が「皇」に似た字体のものがあ
る。現代中国では最終画は横線ではなく点。
【伯】西周まではニンベンがなく「白」だけ。

【佑】説文篆文ではニンベンがない。平安中期の桂宮本万葉、
江戸期の大日本永代節用無尽蔵、ともに旁の「右」は、横線
を先に書いている。
【余】「余」と「餘」は本来は別の字だが、通用する。漱石が
両方の字体を書いているのには驚いた。使用例は「持て余し

常①

伯
伴
佑
余

餘

伶
依

テイ
ひくい
ひくまる
ひくめる

ハク
おさ

ハン
バン
ともなう
とも

ユウ
たすける

ヨ
あます
あまる
われ

レイ

イ
エ

教4常①

常①

常①

人①

教5常①

②

人①

低
墨流本朗詠

墨流本朗詠

節用

節用

人5説文新附 草韻辨体

低
現代中国睡虎地秦簡 北海相景君碑 張好好詩

温泉銘

元延明墓誌

力命表

昭仁寺碑 王勃詩序

元暦萬葉⑦ 節用 人5

伯
現代中国甲骨 金文 古璽 説文篆文 敦煌漢簡 禮器碑 淳化閣帖 興福寺 張猛龍碑 九成宮 干禄・序 王勃詩序

元暦萬葉① 節用 人5 ×

伴
現代中国説文篆文 成淑墓誌 夏日遊石淙詩 聖武天皇雑集

桂宮本萬葉

元暦萬葉④

元暦萬葉⑱

節用

算法地方指南

節用

人5

人5

食7

明治の漢字

陸軍

草書瓣体

余
現代中国

佑
現代中国

余
現代中国甲骨

甲骨

甲骨

大盂鼎

侯馬盟書

散氏盤

大保簋

古璽

古璽

睡虎地秦簡

包山楚簡

郭店楚簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

馬王堆

新居延漢簡

馬王堆

西嶽華山廟碑

石門頌

西狭頌

曹全碑

書譜

十七帖 晋祠銘

平安帖

弔比干墓文

鄭羲下碑

貞隠子墓誌

孔子廟堂碑 五経・序

王勃詩序

王勃詩序

粘葉本朗詠

元暦萬葉⑦

庭訓往来

節用

人5

人6

伶
現代中国

甲骨

甲骨 曽侯乙墓 郭店楚簡

金文 睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

居延漢簡

史晨後碑馬王堆 十七帖 興福寺断碑

王憎男墓誌

張猛龍碑 皇甫誕碑 干禄・序

依
五経・序

聾瞽指歸

王勃詩序

32 33

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】低
5
伯

5
伴

5
佑

5
余

5
伶

5
依

6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【価】弘道軒に突然略字が出現。これはいつ作られたものか。
【佳】江戸版本には旁の「圭」の上の「土」を「大」に書くこ
とがある。咎無し点がつくことが多い。
【侃】旁が「品」の字体が干禄字書で〈俗〉になっている。草
書では「口」が2つ並んだものが点3つになる。「侃」の旁の

下部の点3つを「口」2つの草書と間違えて旁が「品」になっ
たのだろう。
【使】甲骨と金文にはニンベンがない。草書（十七帖）の字体は
ニンベンを含むのか、含まないのか？　江戸版本には草書の
字体にニンベンを加えたものがある。

価
價

佳

侃

供
侠
俠

佼
使

カ
あたい

カ
よい

カン
つよい

キョウ
ク
そなえる
とも

キョウ
きゃん

コウ

シ
つかう
しむ
つかい

教5常①

人②

常①

人①

教6常①

①

人③

①

教3常①

元暦萬葉⑫

元暦萬葉②

元暦萬葉②

五穀無尽蔵

再板農業全書

農家用文章

和漢対照書札

人13

人6

×説文新附

江戸・節用

价
現代中国

价
現代中国

佳
現代中国説文篆文 居延漢簡

書譜

十七帖 二謝帖

元略墓誌

敬史君碑

泉男生墓誌

九成宮 江戸干禄・序

聖武天皇雑集

王勃詩序

人6

古文

干禄〈俗〉

侃
現代中国

草韻辨体

甲骨

甲骨

金文

金文

戦国・金文

天星観楚簡

説文篆文 衡方碑 劉碑造像記 寇侃墓誌 江戸干禄

五経文字

琱玉集

本能寺切 書札重宝記 人6

供
現代中国説文篆文 曹全碑 淳化閣帖 孫遼浮図銘記 泉男生墓誌 聖武天皇雑集

上宮聖徳法
王帝説 婬事戒 人7

人6

侠
現代中国

佼
現代中国

説文篆文

説文篆文

居延漢簡

武威漢簡

欧陽詢草書千字文 智永千字文 王憎男墓誌 無上秘要29 王勃詩序

粘葉本萬葉

元暦萬葉⑳ 書札重宝記

女庭訓往来 人6

使
現代中国

節用

庭訓往来

甲骨

戦国・金文

上海楚竹書

金文

中山王方壷

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文篆文 馬王堆

居延漢簡

馬王堆

曹全碑 十七帖 王献之

王献之

張猛龍碑

鄭羲下碑

九成宮 干禄・序

江戸五経・序

王勃詩序

空海座右銘

34 35

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】価
6
佳

6
侃

6
供

6
俠

6
佼

6
使

6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【侍】江戸版本では草書が多く使われ、行書は少ない。
【併】4種類の正字の字体がそれぞれ違う。
【係】旁の一画目が略されることあり。節用と弘道軒は旁の一
画目を左から右に書いている。
【侯】古代の字は「厂＋矢」で「⺈」は後に加わる。「⺈」の

左ハライと「厂」の縦線が合わさってニンベンになる。「矦」
が正（統）字体、「矦」の「矢」が「夫」になった字体が通（用）
字体。『陸軍幼年学校用字便覧』では「矦」を〈本字〉として
いる。弘道軒四号には「侯」がみつからない。弘道軒三号に
は「侯」がある。弘道軒2は異体字だろうか？

侍
侮
侮

併
併

侭
儘

例

俄
係
侯
矦

ジ
さむらい
はべる

ブ
あなどる

ヘイ
あわせる
しかし
ならぶ

ジン
まま

レイ
たとえる
たとえ

ガ
にわか

ケイ
かかり
かかる
かかわる
つなぐ

コウ
きみ
これ

常①

常①

人③

常①

③

①

②

教4常①

人①

教4常①

常①

元暦萬葉②

唐紙経切

節用

女大学

節用

書札重宝記

人6

人7

古文

人8

人14

教科書

漢字要覧

×

侍
現代中国庭訓往来

唐 賀知章 孝経

并
現代中国

尽
現代中国

江戸・農稼業事

甲骨

江戸九経・序古璽 睡虎地秦簡

郭店楚簡

中山王方壷

説文篆文

説文篆文

説文古文

説文篆文

銀雀山竹簡 乙瑛碑 興福寺断碑 楊大眼造像

元継墓誌

侮
現代中国

元珍墓誌

温彦博碑

段志玄碑 五経文字

河嶽英霊集断簡

聾瞽指歸

聖武天皇雑集

尊円親王節用集 節用 人6

例
現代中国

五経・序

干禄・序 畫圖讃文説文篆文 于景墓誌 圭峰禅師碑

尊円親王節用集

桂宮本萬葉

消息往来

節用

人7

人7

俄
現代中国

系
現代中国熹平石経 五経文字

王勃詩序

聾瞽指歸甲骨 甲骨 上海楚竹書 古璽

説文篆文

説文篆文 居延漢簡

書譜

淳化閣帖 蘭亭序

元飄墓誌

常季繁墓誌

皇甫誕碑

閲紫録儀

粘葉本朗詠

倪寛伝賛

唐土奇談

名家略伝

侯
現代中国

江戸・五穀無尽蔵

人7

古文

弘道軒1

弘道軒2

弘道軒三号

陸軍〈本字〉甲骨

甲骨

大盂鼎

金文

侯馬盟書 包山楚簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文古文

馬王堆

武威漢簡

乙瑛碑

禮器碑側

淳化閣帖 快雪時晴帖 鄭羲下碑 皇甫誕碑 九経字様 王勃詩序

36 37

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】侍
6
侮

6
併

6
侭

6
例

6
俄

7
係

7
侯

7

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【俗】「谷」の上部はもともと「ハ」が2つ重なったような形。
南北朝時代には下の「ハ」がヒトヤネまたは横線のような形
になる。漱石は草書を書いている。
【保】「人」と「子」に関係する字とおもわれる。甲骨文の字
形を明朝体にすれば「仔」となる。金文では「子」のおしり

か足のあたりに「ノ」状の曲線がある。これが「子」の左右
に配されるようになったのであって、旁は「口＋木」ではな
く、「子＋ハ」。そもそもカタカナ「ホ」の元字だから、教育
漢字のように「木」を書くのはおかしい。

【俊】五経文字では「俊」と「儁」は異体字。康煕字典では
「俊」と「儁」は別に掲載されているが、「儁」の説明に「同
俊」とある。「儁」は説文には見えない。「俊」は干禄字書に
は見えない。
【信】旁の「言」はもともと「辛＋口」の形で、「辛」は略さ

れて「立」になる。すると「倍」と字体が衝突する。それで
漢代に字体を変更したのだろう。
【侵】干禄字書と五経文字の正字体は同じ字体。説文篆文の字
体の旁は「帚＋又」なのだが正（統）字体楷書でも「巾」を略
している。「又」を「丈」に書く例も多い。

常①

俊
儁

信

侵

促
俗

便
保

シュン
すぐれる

シン
のばす
のびる
まかせる
まこと

シン
おかす

ソク
うながす
せまる

ゾク
ならわし

ベン
ビン
たより
すなわち

ホ
ホウ
たもつ
やすんじる

常①

教4常①

常①

常①

教4常①

教5常①

墨流本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉②

元暦萬葉⑱

節用

大和俗訓

女庭訓往来

女用文章

人7

人7

人7

人7

康煕古文

康煕古文

○

九経〈隷変〉

促
現代中国

俗
現代中国

便
現代中国

保
現代中国

夏目漱石

甲骨

甲骨

毛公鼎

金文

金文

大盂鼎

金文

金文

古璽

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

金文

包山楚簡

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文古文

説文古文

馬王堆

居延漢簡

新居延漢簡

武威漢簡

西狭頌

張遷碑

元嘉畫像石

郭有道碑

賢良方正残碑

淳化閣帖

二王帖

十七帖

十七帖

興福寺断碑

興福寺断碑

淳化閣帖

興福寺断碑

元珍墓誌

元欽墓誌

中岳崇高霊
廟碑

鄭羲下碑

元飄墓誌

敬史君碑

孫秋生造像

樊氏墓誌

孔子廟堂碑

温彦博碑

道因法師碑

干禄・序

干禄・序

九経〈説文〉

王勃詩序

法華義疏

王勃詩序

王勃詩序

聾瞽指歸

藤原定家

干禄〈通〉 干禄〈正〉

節用 人7

人13

俊
現代中国

包山楚簡 郭店楚簡

戦国・金文

説文篆文 樊敏碑

曹全碑

智永千字文 智永千字文 元延明墓誌

高貞碑

道因法師碑

五経文字

五経文字 王勃詩序

元暦萬葉②

関戸本朗詠

国恩教諭実
能名留樹

後家 続消息往来

人7

康煕古文

康煕古文

人7 ×

信
現代中国

侵
現代中国江戸干禄 江戸干禄〈俗〉

五経文字

信
学参古璽

古璽

甲骨

古璽

古璽

鐘伯鼎

古璽

睡虎地秦簡

侯馬盟書

説文篆文

説文古文

説文古文

説文篆文

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

居延漢簡

西嶽華山廟碑

史晨後碑

甘谷漢簡

居延漢簡

十七帖

居延漢簡

蘭亭序 高貞碑

元詮墓誌

九成宮

道因法師碑

開成石経 王勃詩序

琱玉集

聖武天皇雑集

38 39

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】俊
7
信

7
侵

7
促

7
俗

7
便

7
保

7

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【個】『五體字類』は「箇」と同字としている。『陸軍幼年学校
用字便覧』も「箇」と同じ字種としてあげている。現代中国
では「個」も「箇」も「个」を使う。
【候】江戸より前は「亻＋矦」の字体。

【俠】通（用）字体の「侠」が使われはじめたのは漢代。
【俺】2011年、人名用漢字から常用漢字になった。古い使用
例がほとんどない。漱石の『坊っちやん』も直筆手書きでは
仮名で「おれ（連）」と書いている。
【倶】第一水準だが、常用漢字でも人名用漢字でもないので人

名には使えない。ただし異体字の「俱」は人名用漢字なので
こちらは人名に使える。
【倹】中国では使用例が見えない。日本でも江戸よりも前には
使用例が見えない。漱石も正字を用いている。現代中国の字
体は草書の字体。

俣
侶

俺
倶
俱

倹
儉

個
候

また

リョ
とも

おれ
エン
われ

ク
グ
ともに

ケン
つつましい

コ

コウ
そうろう
うかがう
さぶろう

人①

人→新①

人→新①

①

人

常①

人②

教5常①

教4常①

粘葉本朗詠 節用 人7説文新附

侣
現代中国集字聖教序 元顕儁墓誌 伊闕仏龕碑

道因法師碑

王勃詩序

無量義経

無量義経

花園天皇

婬事戒

女大学

人8

人8

人13

人8

明治の漢字

陸軍

陸軍

×

元・趙孟頫

俺
現代中国

倶
現代中国

俭
現代中国

个
現代中国

金文

睡虎地秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

新居延漢簡

楊淮表紀

孤竹等字残石

尹宙碑

居延漢簡

淳化閣帖

淳化閣帖

唐 高宗 李勣碑

孫秋生造像

張盧墓誌

元彦墓誌

王誦墓誌

元煕墓誌

天平墓誌

孔子廟堂碑（覆）

昭仁寺碑

伊闕仏龕碑

王夫人墓誌

老子徳経下

五経文字

王勃詩序

琱玉集

元暦萬葉⑦

粘葉本朗詠

訓蒙天地弁

書札重宝記

節用

人8
明治の漢字
〈標準〉

明治の漢字
〈許容〉

候
現代中国睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文篆文

敦煌漢簡

敦煌漢簡

敦煌漢簡

元嘉畫像石

沈君神道闕

馬王堆 淳化閣帖 黄庭経

黄庭経

敬史君碑 孔子廟堂碑 王勃詩序

40 41

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】俣
7
侶

7
俺

8
倶

8
俱

8
倹

8
個

8
候

8

元暦萬葉⑬ 国字

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



や明朝体にすれば「攴」になる。現代中国は「夂」の字体を
書く。旁の下部は3点と2点があり、3点では右上から左下に
「彡」のように書く、3点目を左上から右下に書き「久」のよ
うに書く、3点とも左から右に「三」のように書く、の3種が
ある。漢から初唐まで「修」と「脩」は通用していたという。

【値】手書きでは旁の「直」に鉤形を書くことはない。江戸で
は「値」のかわりに「價（価）」または「直」を使う。

【倖】唐代以前の使用例がみつからない。空海が聾瞽指歸に
使っているのが不思議なくらい。*柳公権は顔真卿とともに
正（統）字体を使うことがある。旁の「幸」の下部は横線が増
えて「羊」になることがある。
【修】古璽の1例目には「彡」がなく、2例目は「攴」ではな

く「又」。いずれもニンベンの右に縦線はない。偏は中国の南
北朝期以来、「彳」にすることがあり、我が国でも江戸期まで
名残がある。旁の上部は「攴」「攵」「夂」の3種があり、後
藤朝太郎「教育上より見たる明治の漢字」では、「夂」を標
準字、「攵」を許容字とする。説文篆文の字形を素直に楷書

常①

倖

借

修

倉

値
値

倒

コウ
さいわい

シャク
かりる
かす

シュウ
シュ
おさまる
おさめる

ソウ
くら

チ
あたい
ね

トウ
たおす
たおれる
さかさま

人①

教4常①

教5常①

教4常①

教6常①

值

元暦萬葉②

墨流本朗詠

色紙法華経⑧

平等院鳳凰堂

元暦萬葉①

元暦萬葉⑥

墨流本朗詠

節用

節用

和漢対照書札

百姓往来

農家用文章

告志篇

節用

人8

人8

人8

人8

人8

人8

明治の漢字
標準字

明治の漢字
許容字

○

草書辨体

草書禮部韻寶

元・鮮于枢

説文新附

幸
現代中国

借
現代中国

北宋・米芾

元・趙孟頫

修
現代中国

仓
現代中国

値
現代中国

台灣繁体

倒
現代中国

甲骨

㝬鐘 子弾庫楚帛

古璽

古璽

古璽

睡虎地秦簡古璽

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文奇字

説文篆文

新居延漢簡

定県漢簡

馬王堆

居延漢簡

武梁祠画像

史晨前碑

北海相景君碑

澄清堂帖

澄清堂帖

唐 李懐琳
絶好書

淳化閣帖

集字聖教序

元維墓誌

李璧墓誌

充華嬪盧氏墓誌

寇演墓誌

孫秋生造像

孫遼浮図銘記

承犯允造像

弔比干墓文

鄭羲下碑

大般涅槃経38

*柳公権

屈元寿墓誌

孟法師碑

倪寛伝賛

孔穎達碑

李迪墓誌

韋頊墓誌

孟法師碑

三階仏法③

五経・序

江戸干禄

五経文字

五経文字

聾瞽指歸

杜家立成

聖武天皇雑集

最澄

最澄

東大寺南圓堂

琱玉集

上宮聖徳法
王帝説

王勃詩序

杜家立成

王勃詩序

42 43

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】倖
8
借

8
修

8
倉

8
値

8
倒

8

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【偽】漢代の隷書ですでに簡略化されている。弘道軒が正字な
のは意外。漢字整理案で旁の4点が線に略されている。現代
中国は草書の字体。
【偶】最終の2画に注目。通（用）字体も正（統）字体も楷書では
旁を8画で書いているが、康煕字典では9画。説文篆文の字

体に倣えば8画になるはずだが、1画増やすのが明朝体の様式
なのだろう。ところが楷書の弘道軒や文部省活字も康煕字典
に倣って9画にしている。
【倦】説文の「券」の項に「今俗作倦義同」とある。干禄字書
の〈通〉の字体が拓本と江戸版本で異なる。

【俳】楷書（唐代の正字正字を含む）では旁の左側の縦線をはらわ
ずに止める。弘道軒や現代中国の明朝体（宋体）も同様。
【倍】漢代は旁の横線を長くする場所が一定していない。康煕
字典では旁の1画目は横線。現代中国では点。
【俵】江戸期よりも古い使用例がみつからない。

【倣】北宋期よりも古い使用例がみつからない。現代中国で
は「仿」を使う。日本では江戸期よりも古い使用例がみつか
らない。漱石は草書も使っている。
【倫】旁の縦線が上に出る、出ないの2種の字体がある。説文
篆文に倣えば上に出るはず。

俳
倍
俵
倣
俸

倫

倭
偽
僞

偶
倦

ハイ

バイ
そむく
ます

ヒョウ
たわら

ホウ
ならう

ホウ

リン
たぐい
みち

ワ
やまと

ギ
いつわる
にせ

グウ
たまたま
ともがら

ケン
うむ

教6常①

教3常①

教5常①

常①

常①

常①

人①

常①

人②

常①

人①

元暦萬葉①

藤原行成

藤原佐理

尊円親王

元暦萬葉②

元暦萬葉④

藤原行成

元暦萬葉⑬

はうた節用集 江戸・節用

節用

節用

節用

節用

立身虎之巻

女庭訓往来

節用

農家用文章

節用

節用

人8

人8

人8

人8

人8

人8

人8

人12

人9

人9

漢字要覧

○

×

北宋・米芾

俳
現代中国

倍
現代中国

俵
現代中国

仿
現代中国

俸
現代中国

伦
現代中国

倭
現代中国

伪
現代中国

偶
現代中国

倦
現代中国

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

上海楚竹書

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

馬王堆 居延漢簡

馬王堆

銀雀山竹巻

馬王堆

馬王堆

子游残碑

禮器碑

北海相景君碑

武威漢簡

甘陵相残碑

淳化閣帖

集字聖教序

書譜

書譜

欧陽詢 史事帖

集字聖教序

王献之

晋祠銘

元珍墓誌

元珍墓誌

隋 元公墓誌

鄭羲下碑

元珍墓誌

敬史君碑

元珍墓誌

元煕墓誌

顔人墓誌

段志玄碑

孔子廟堂碑

皇甫誕碑

等慈寺碑

圭峰禅師碑

温彦博碑

江戸干禄

五経文字

五経・序

五経文字

干禄字書 干禄〈通〉

江戸干禄〈通〉

伝空海急就章

王勃詩序

王勃詩序

琴歌譜

聾瞽指歸

王勃詩序

聖武天皇雑集

44 45

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】俳
8
倍

8
俵

8
倣

8
俸

8
倫

8
倭

8
偽

8
偶

9
倦

9

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【健】江戸時代は「廴」を「夂」の形で書くことが多い。
【側】金文では旁の右側は「人」であって「刀」ではない。
【偉】現代中国は草書の字体。
【傘】『謹身往来』の字体は康煕字典よりも1画多い。漱石が
書いている字体は『謹身往来』の字体の省略体か。「漢字整理

案」で字典體として掲載されている字体が、康煕字典とは異
なり、漱石が書いた字体と同じ。

健
偲
側
停

偵
偏

偉

僅
傘

ケン
すこやか
たけし

シ
しのび
しのぶ

ソク
かたわら
がわ

テイ
とどめる
やめる

テイ
うかがう

ヘン
かたよる
ひとえに

イ
えらい

キン
わずか
わずかに

サン
かさ

教4常①

人①

教4常①

教4常①

常①

常①

常①

人→新①

常①

関戸本朗詠

元暦萬葉①

元暦萬葉②

元暦萬葉①

北山抄

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

農家用文章

節用

節用

御高札之写

消息往来

節用

節用

節用

謹身往来

人9

人9

人9

人9

人9

人9

人10

人10

人10

國定教科書

明治の漢字

明治の漢字

明治の漢字

明治の漢字 字典體

○

説文新附

僅
78字形

仐
参考

侧
現代中国

健
現代中国

偲
現代中国

停
現代中国

侦
現代中国

偏
現代中国

伟
現代中国

仅
現代中国

伞
現代中国

金文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文新附

説文篆文

説文篆文

説文篆文

敦煌漢簡

甘谷漢簡

馬王堆

居延漢簡

桐柏廟碑

石門頌

祀三公山碑

王舎人碑

淳化閣帖

淳化閣帖

書譜

孫過庭
景福殿賦

淳化閣帖

王献之

欧陽詢 史事帖

金光明教2

鄭羲下碑

弔比干墓文

天柱山銘

王羲之
孝女曹娥碑

元欽墓誌

爨宝子碑

元諸墓誌

元暎墓誌

阿毘曇毘婆娑

孔子廟堂碑

九成宮

等慈寺碑

皇甫誕碑

五経文字

干禄・序

五経文字

五経文字

王勃詩序

杜家立成

王勃詩序

法華義疏

琱玉集

王勃詩序

杜家立成

46 47

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】健
9
偲

9
側

9
停

9
偵

9
偏

9
偉
10
僅
10
傘
10

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【備】旁を「夂＋用」を書く異体字がある。「明治の漢字」に
「攵＋田」を書く例がある。現代中国では「亻」を省略して
「夂＋田」の字体を使っている。
【傍】干禄字書では「旁」と「傍」を〈通〉としている。五経
文字では序文に「傍」を使っている。漱石は不思議な字体を

書いている。

備

傍

傾

傑

債
催

ビ
そなえる
そなわる
つぶさに

ボウ
かたらわ
つくり

ケイ
かたむくか
たむける

ケツ
すぐれる

サイ

サイ
もよおす
うながす

教5常①

常①

常①

常①

常①

常①

元暦萬葉②

藤原俊成

粘葉本朗詠

後宇多天皇

佚名白詩

庭訓往来

日本居家秘用

節用

庭訓往来

元禄太平記

節用

農家用文章

人10

古文

人10

人11

人11

人11

人11

明治の漢字

明治の漢字

○

明治の漢字
〈正字〉

干禄〈通〉

干禄〈俗〉

干禄〈通〉

干禄〈通〉

説文新附

备
現代中国

傍
現代中国

倾
現代中国

杰
現代中国

债
現代中国

催
現代中国

金文

金文

金文甲骨

金文 説文篆文

説文古文

睡虎地秦簡

包山楚簡

郭店楚簡

曽侯乙墓

睡虎地秦簡

郭店楚簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

武威漢簡

楼蘭漢簡

乙瑛碑

史晨前碑

甫阝閣頌

樊敏碑

十七帖

書譜

智永千字文

王献之

孫過庭

集字聖教序

史事帖

晋祠銘

興福寺断碑

元維墓誌

元暉墓誌

高貞碑

孟敬訓墓誌

弔比干墓文

劉碑造像記

元遥墓誌

王誦墓誌

元晫墓誌

寇憑墓誌

王遷墓誌

伊闕仏龕碑

雁塔聖教序

皇甫誕碑

等慈寺碑

孔子廟堂碑・覆

泉男生墓誌

道因法師碑

樊興碑

裴休

世説新書

干禄字書

五経〈説文〉

五経〈隷省〉

干禄字書

五経・序

五経文字

五経文字

杜家立成

杜家立成

聾瞽指歸

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

杜家立成

王勃詩序

48 49

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】備
10
傍
10
傾
11
傑
11
債
11
催
11

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【傷】通（用）字体は正（統）字体よりも1画あるいは2画少な
い。漱石は不思議な字体を書いている。
【働】国字。中国では「働く」の意味に「動」を使う。
【傲】2011年の新常用漢字。現代の日本と中国の字体は微妙
に違う。弘道軒と現代中国の字体が同じ。

【僕】旁を「業」とする字体が多く書かれてきた。これを干禄
字書では〈俗〉とし、「僕」を〈正〉とする。五経文字では
「僕」を隷省とし、説文に従う字体を別に挙げている。

傷

僧
僧

働
傭
傲
僑
像

僕

ショウ
いたむいた
める
きず
やぶる

ソウ

ドウ
はたらく

ヨウ
やとう

ゴウ
おごる
あなどる
あそぶ

キョウ

ゾウ
かたち

ボク
しもべ

教6常①

常①

人③

教4常①

人①

新②

①

教5常①

常① 元暦萬葉⑰

元暦萬葉⑱

節用 人12

古文

干禄〈俗〉

五経〈隷省〉

仆
現代中国甲骨 令鼎

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡 説文古文

説文篆文 馬王堆

馬王堆

武威漢簡包山楚簡

武威漢簡

甘陵相残碑

淳化閣帖

王献之

集字聖教序 元珍墓誌

高貞碑

雁塔聖教序

温彦博碑

房玄齢碑

干禄字書

五経〈説文〉

王勃詩序

琱玉集

聾瞽指歸

元暦萬葉①

粘葉本朗詠

前田本北山抄

節用

節用

後家
続消息往来

節用

京城勝覧

人11

人12

人11

人11

人12

人12

教科書

教科書

明治の漢字

教科書

×

○

江戸五経〈訛〉

説文新附

国字

伤
現代中国

僧
現代中国

動
現代中国

佣
現代中国

傲
現代中国

侨
現代中国

像
現代中国

古璽 睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

子弾庫楚帛

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

銀雀山竹簡

馬王堆

敦煌漢簡

敦煌漢簡

北海相景君碑

曹全碑陰

西狹頌

北海相景君碑

淳化閣帖 淳化閣帖

集字聖教序

集字聖教序

敬史君碑

元維墓誌

元颺妻王
夫人墓誌

敬史君碑

張道仁等造像 比丘道匠造像

劉碑造像記

東方朔画賛

蕭憺碑

魏霊蔵造像

魏霊蔵造像

泉男生墓誌

張明墓誌

鄭黒墓誌

化度寺碑

道因法師碑

樊氏墓誌

牛闕造像記

張猛龍碑

五経文字

五経文字

五経文字

王勃詩序

光明皇后

王勃詩序

法華義疏

聾瞽指歸

聖武天皇雑集

50 51

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】傷
11
僧
11
働
11
傭
11
傲
11
僑
12
像
12
僕
12

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【億】西周の金文にはニンベンがない。九経字様では説文篆文
に倣った字体を挙げ、「億」の字体を隷省としている。
【僻】干禄字書の序文と康煕字典の字体が一致しない。唐代の
正字と清代の正字の字体が違うわけだ。
【償】金文は『金文編』に掲載の例。ニンベンがない。それな

ら「賞」ではないかとも思うが、初文ということらしい。
【儲】康煕字典には人部の16画にある。
【允】古代の字体を見ると、上部は「以、㠯」に関係するよう
に思える。

僚

億

儀

僻
償
儲
優

允

リョウ
つかさ
とも

オク

ギ
のり

ヘキ
ひがむ

ショウ
つぐなう

チョ
もうけ
たくわえ

ユウ
すぐれる
やさしい
まさる
ゆたか

イン
じょう
まこと
まことに

常①

教4常①

常①

①

常①

人①

教6常①

人①

元暦萬葉⑱

平等院鳳凰堂

元暦萬葉⑩

節用

節用

女用文章

人12

人13

人13

○

九経〈隷省〉

僚
現代中国

亿
現代中国

仪
現代中国

史牆盤 戦国・金文

金文

説文篆文

説文篆文

説文篆文 武威漢簡

曹全碑

曹全碑

禮器碑

西狭頌

三老諱字忌日記 智永千字文

集字聖教序

集字聖教序

元颺墓誌

高貞碑

北魏・寇演墓誌

論経書詩

李蕤墓誌

高貞碑

皇甫誕碑

道因法師碑

九成宮

等慈寺碑

九成宮

五経文字

九経〈説文〉

王勃詩序

聖武天皇雑集

王勃詩序

尼崎萬葉⑯

元暦萬葉⑱

粘葉本朗詠

前田本北山抄

節用

節用

節用

節用

庭訓往来

人13

人15

人16

人15

儿2高貞碑

僻
現代中国

偿
現代中国

储
現代中国

优
現代中国

允
現代中国甲骨

甲骨

金文

金文

金文

石鼓文

包山楚簡

郭店楚簡

郭店楚簡

子弾庫楚帛

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

鄭固碑

甘陵相残碑

孔彪碑

熹平石経

居延漢簡

智永千字文

孫過庭書譜

集字聖教序

王羲之 黄庭経

高貞碑

爨龍顔碑

天平墓誌

元詮墓誌

諮議元弼墓誌

鄭羲下碑

泉男生墓誌

圭峰禅師碑

不空和尚碑

雁塔聖教序

孔子廟堂碑

孟法師碑

干禄・序文

干禄・序

九経字様

琱玉集

王勃詩序

聾瞽指歸

狸毛筆奉献表

52 53

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【人】僚
12
億
13
儀
13
僻
13
償
15
儲
15
優
15
【儿】允

2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【兄】古代の字体が多様。人の手のギザギザは何だろう。金文
に榊のようなものを加えた字があり、包山楚簡にもそれに似
た字がある。
【兇】干禄字書では「兇」を〈通〉とし「凶」を〈正〉として
いる。現代中国でも「凶」を用いる。

【光】唐代の正字と清代の正字（康煕字典）の字体が異なる。
【充】咎なし点がつくことがある。

元

兄

兇

光

充

ゲン
ガン
もと
こうべ
はじめ

ケイ
キョウ
あに

キョウ
おそれる

コウ
ひかり
ひかる

ジュウ
あてる
みたす
みちる

教2常①

教2常①

①

教2常①

常①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

二本紀
竟宴和歌

元暦萬葉①

元暦萬葉10

関戸本朗詠

節用

女大学

節用

節用

節用

儿2

儿3

儿4

儿4

儿4

江戸干禄〈通〉

干禄〈通〉

五経〈隷変〉

元
現代中国

兄
現代中国

凶
現代中国

光
現代中国

充
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

殷金文

殷金文

金文

金文

金文

金文

金文

金文

金文

金文 包山楚簡

金文 睡虎地秦簡

侯馬盟書

睡虎地秦簡

侯馬盟書

侯馬盟書

包山楚簡

包山楚簡

睡虎地秦簡

古璽

九店楚簡

睡虎地秦簡

中山王方壷

貨幣

貨幣

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文古文

説文古文

説文篆文

敦煌漢簡

馬王堆

馬王堆

武威漢簡

銀雀山竹簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

三老諱字忌日記

鄭固碑

居延漢簡

曹全碑

敦煌漢簡

石門頌

興福寺断碑

居延漢簡

淳化閣帖

淳化閣帖

智永千字文

集字聖教序

王献之

集字聖教序

高宗 李勣碑

元詳造像記

始平公造像

元孟輝墓誌

高貞碑

敬史君碑

鄭羲下碑

比丘法生造像

劉碑造像記

温彦博碑

孔子廟堂碑

温彦博碑

泉男生墓誌

九成宮

九成宮

孔子廟堂碑（覆）

干禄・序

九経字様

五経文字

江戸干禄

干禄字書

五経〈説文〉

五経文字

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

琱玉集

王勃詩序

王勃詩序

王勃詩序

54 55

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【儿】元
2
兄

3
兇

4
光

4
充

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【兆】古代から現代まで書かれてきた字体は、説文篆文ではな
く、説文古文の字体に近い。
【克】説文篆文の字体を楷書や明朝体にしても「克」にはなら
ない。説文解字には古文が2例載っている。康煕字典には古
文が5例載っている。

先

兆

克

セン
さき
まず

チョウ
きざし
きざす

コク
かつ
よい

教 1常①

教 4常①

常①

粘葉本朗詠 節用 儿 4

先
現代中国甲骨

甲骨

大盂鼎

毛公鼎

金文

侯馬盟書

古璽

睡虎地秦簡

金文

包山楚簡

説文篆文 馬王堆

武威漢簡

曹全碑 十七帖 淳化閣帖 楊大眼造像 孔子廟堂碑 五経・序
光明皇后
楽毅論

尊円親王 節用 儿 4 干禄〈通〉

兆
現代中国睡虎地秦簡

包山楚簡

説文篆文

説文古文

銀雀山竹簡

居延漢簡

西嶽崋山廟碑 唐 高宗 李勣碑 敬史君碑

元定墓誌

元遥妻梁氏
墓誌

檀賓墓誌

九成宮

張去奢墓誌

等慈寺碑

唐 殷玄祚
契苾明碑

干禄字書 王勃詩序

粘葉本朗詠 節用 儿 5

古文

古文

古文

康煕古文

康煕古文

克
現代中国甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

大克鼎

利𣪘

曽侯乙墓

郭店楚簡 説文古文

説文古文

中山王方壷 説文篆文 馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

史晨後碑

劉熊碑

居延漢簡

高貞碑 孔子廟堂碑 干禄字書 聾瞽指歸

56 57

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【儿】先
4
兆

4
克

5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



しれない。驚いたことに文部省活字も同じ字体。
【免】当用漢字表の手書き原稿では「免」だったのだが、実際
に印刷されたのは上記の字体。さらに当用漢字字体表で変更
された。
【党】「党」と「黨」は本来は別の字。

【兜】上部の「白」を、2分割した「臼（E＋ヨ）」で挟む異体
字が漢代からある。楷書の「房山雲居寺石経」は「白」の下
に「臼」を書く動用字。「白」を「北」で挟む字体もある。

【児】上部の「臼」を早書きしてくずすと「旧」になる。「兒」
は「儿」部の6画。
【兎】甲骨文にはたくさんの例があるが、6種類だけ紹介。金
文の例がみえない。「兎兎兔兔兔莵菟菟菟」などたくさんの異
体字があるが、もっとも多く書かれてきたのは「兔」。五経文

字では「兔」の最終画が点ではなく横線。康煕字典では「兔」
を本字とし、「兎（兎ではない）」を俗字とする。「兎」は中国
では明代に書かれはじめたようだ。江戸時代は「兎」の使用
例が多い。弘道軒が見慣れない字体を採用しているが漱石の
字体も同じ。明治時代には普通に書かれていた字体なのかも

児
兒

兎
兔

兔

免
免

党
黨

兜
兠

ジ
ニ
こ

ゲイ
ジ
ニ
こ

ト
う
うさぎ

メン
まぬかれる
ゆるす

トウ
なかま

トウ
かぶと

教 4常①

人②

人①

常①

教 6常①

②

人①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

節用 儿 6 明治の漢字 × 江戸 干禄〈俗〉

甲骨

儿
現代中国甲骨

殷金文 郭店楚簡

金文

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

説文篆文 馬王堆

敦煌漢簡

武梁祠画像 十七帖 喪乱帖 鄭長猷造像記

北魏穆玉容墓誌

智永千字文

倪寛伝賛 五経文字

聾瞽指歸

聾瞽指歸

類聚古集⑪ 再板農業全書

節用

儿 6

儿 5

明治の漢字
〈本字〉

明治の漢字
〈許容字〉

陸軍〈正体〉

兔
現代中国康煕（別字）甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

説文篆文 馬王堆 熹平石経金文

上海楚竹書

睡虎地秦簡

龍碑造像碑 道因法師碑 五経文字 聾瞽指歸

粘葉本朗詠 節用

算法地方大成

儿 5 手書き原稿 × 干禄〈通〉

免
現代中国甲骨

殷・金文

金文

金文 睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

説文逸字 馬王堆

馬王堆

正始石経 太妃高造像

金光明経 2

等慈寺碑 干禄字書 杜家立成

尊円親王 庭訓往来 黒 8

儿 8

明治の漢字

陸軍

党
現代中国睡虎地秦簡

戦国・金文

郭店楚簡

説文篆文

敦煌漢簡

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

乙瑛碑 高貞碑 契芯明碑 聾瞽指歸

色紙法華経⑧ 節用 儿 9 干禄〈通〉

江戸五経〈訛〉

兜
現代中国説文篆文 居延漢簡 朱曇思造塔記

魏霊蔵造像

房山雲居寺
石経

伊闕仏龕碑

干禄字書

江戸五経

聖武天皇雑集

58 59

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【儿】児
5
兎

6
免

6
党

8
兜

9

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



【入】古代には「大」のような字体もあった。居延漢簡では
「人」とかわらない書き方がある。

入

全

八

公

ニュウ
いる
いれる
はいる

ゼン
すべて
まったく
まったし
まっとうする

ハチ
や
やつ
やっつ
よう

コウ
おおやけ
きみ

教 1常①

教 3常①

教 1常①

教 2常①

元暦萬葉① 節用 入 0

入
現代中国甲骨

甲骨

金文

金文

大盂鼎

侯馬盟書

侯馬盟書

曽侯乙墓

説文篆文 馬王堆

居延漢簡

熹平石経 智永千字文 王献之 張猛龍碑 孔子廟堂碑 干禄・序 王勃詩序

粘葉本朗詠 農家調宝記 入 4 国定教科書 × 干禄〈通〉

五経〈訛〉

全
現代中国

包山楚簡

包山楚簡

包山楚簡古璽

古璽

説文古文

説文篆文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

張遷碑

曹全碑

元思墓誌 伊闕仏龕碑

雁塔聖教序

干禄字書

五経文字

五経〈経典〉

王勃詩序

元暦萬葉⑦ 江戸方角 八 0

八
現代中国甲骨

甲骨

金文

金文

包山楚簡

睡虎地秦簡

説文篆文 馬王堆

馬王堆

居延漢簡

乙瑛碑 集字聖教序 鄭羲下碑 孔子廟堂碑 五経・序 王勃詩序

粘葉本朗詠 節用

農家調宝記

八 2

公
現代中国甲骨

甲骨 侯馬盟書

甲骨 令𣪘

毛公鼎

包山楚簡

睡虎地秦簡

古璽

古璽

睡虎地秦簡

石鼓文

説文篆文 馬王堆

馬王堆

武威漢簡

禮器碑 十七帖 興福寺断碑 張猛龍碑 九成宮 江戸干禄 王勃詩序
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音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【入】入
0
全

4
【八】八

0
公

2
六

2
共

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【六】説文篆文の字体はちょっとおかしい？
【兵】現在の字体で書かれるようになったのは、中国の南北朝
期あたりらしい。
【具】中国の南北朝期以降は「具」ではなく「具」と書かれる
ことが多い。干禄字書、九経字様、康煕字典、文部省活字、

現代中国も「具」。

六

共

兵

具

ロク
む
むい
むつ
むっつ

キョウ
とも

ヘイ
ヒョウ
つわもの

グ
そなえる
そなわる
つぶさに

教 1常①

教 4常①

教 4常①

教 3常①

元暦萬葉①

粘葉本朗詠

節用

節用

八 2

八 4

古文

六
現代中国

共
現代中国

甲骨

甲骨 金文

郭店楚簡

包山楚簡

㝬鐘

金文

楚帛

殷金文

金文

睡虎地秦簡

石鼓文

古璽

睡虎地秦簡

説文古文

説文篆文

泰山刻石

説文篆文

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

乙瑛碑

曹全碑

十七帖

淳化閣帖

王羲之 黄庭経

集字聖教序

爨龍顔碑

弔比干墓文

孔子廟堂碑

雁塔聖教序

五経・序

干禄・序

五経・序

王勃詩序

杜家立成

杜家立成

粘葉本朗詠 節用

節用

八 5

兵
現代中国甲骨

甲骨

金文

金文

金文

古璽

睡虎地秦簡

郭店楚簡

説文篆文

説文古文

説文籀文

銀雀山竹簡

馬王堆

敦煌漢簡

馬王堆

敦煌漢簡

孔宙碑 大観帖 大観帖 張猛龍碑

段志玄碑

孔子廟堂碑

大般涅槃経⑥

琱玉集

元暦萬葉① 出世太平記 八 6 教科書・俗字 ○

具
現代中国金文

金文

金文

金文

金文

石鼓文

里耶秦簡

説文篆文

居延漢簡

馬王堆 史晨前碑 儋近帖 儋近帖 元詮墓誌

張猛龍碑

伊闕仏龕碑

王居士塼塔銘

干禄・序

九経・序

王勃詩序

法華義疏

62 63

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【八】六
2
共

4
兵

5
具

6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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の字体が見えないが、三号にはある。「圓」は楷書では「員」
の「口」を「厶」または「△」に書く。これは四角の連続を
避けて変化をつける意識が働いているのかもしれない。「口」
を点2つに略すのは漢代から行われているが、「囗」を点2つ
に略すのは鎌倉時代以降か。

【其】『説文解字』『甲骨文編』『金文編』に「其」では掲載さ
れず、「箕」として掲載。『甲骨文編』『金文編』などをまとめ
た『古典文字字典』には「其」は「箕」の籀文とある。白川
静は「其」は「箕」の元の字としている。
【兼】楷書では下部が「灬」になる字体が一般的。干禄字書の

序文には2種類の字体が使われている。
【円】「円」の字体は中国では使用例が見えない。日本では空
海の「三十帖策子」に使用例があり、その後ずっと使われ続
けている。「円」は「圓」の「員」を縦線に略してできた字
体だと思われる。岩田母型製造所所有の弘道軒四号に「圓」

其

典

兼

円
圓

キ
それ
その

テン
さかん
つかさどる
のり

ケン
かねる
かねて

エン
まるい
まどか
まる

人①

教 4常①

常①

教 1常①

人②

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

元暦萬葉④

節用

庭訓往来

節用

八 6

古文

古文

八 6

古文

干禄〈俗〉

其
現代中国

典
現代中国

甲骨

金文

金文

大盂鼎

甲骨

甲骨

金文

金文

侯馬盟書

侯馬盟書

侯馬盟書

金文

金文

金文

金文 包山楚簡

秦公𣪘

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

石鼓文

郭店楚簡

金文

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

泰山刻石

瑯邪台刻石

説文籀文

説文篆文

説文篆文

説文古文

敦煌漢簡

敦煌漢簡

馬王堆 正直残碑

熹平石経

曹全碑

韓仁銘

曹全碑

十七帖 淳化閣帖

集字聖教序

鄭羲下碑

石門銘

鄭羲下碑

孔子廟堂碑

九成宮

干禄・序

干禄字書 王勃詩序

王勃詩序

元暦萬葉②

元暦萬葉⑨

節用

書札重宝記

八 8 明治の漢字 ×

兼
現代中国金文 睡虎地秦簡

曽侯乙墓

説文篆文 馬王堆

居延漢簡

孔宙碑

西嶽崋山廟碑

十七帖 集字聖教序 鄭羲下碑 九成宮 干禄・序

干禄・序

王勃詩序五経文字

元暦萬葉①

元暦萬葉⑥

墨流本朗詠

節用

開化往来

囗 10

弘道軒三号

漢字要覧

陸軍

○

圆
現代中国曽侯乙墓 説文篆文 書譜 興福寺断碑 劉懐民墓誌 道因法師碑 五経文字 聾瞽指歸

三十帖策子

64 65

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【八】其
6
典

6
兼

8
【冂】円

2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


